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松源寺を創建した松岡貞正(12代当主)の弟 文淑瑞郁禅師は京都 妙心寺の住持となつた高僧で 丼伊直平 よ禅師を丼伊家の書提寺 自浄

院 (のちの龍渾寺)の 院主として迎えた。これが縁で直親(亀之丞)は松源寺に身を隠した。のちに直政は改易になつた松同貞利の命を助けこの

恩にこたえた。
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